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 厚生労働省 

 

 

 

 

地方厚生局 

１．１ システムの概念 

 

大臣権限の進達処理

知事権限の施行処理 

申請等手続き業務 

・ＦＤによる受付 

・書面による受付 

・進達による受付（経由機関のみ） 

登録票・変更済通知書の作成 

大臣権限登録簿保守 

登録簿等の検索・集計 

大臣権限の審査・施行処理 

申請等手続き業務 

・進達による受付 

知事権限登録票作成 

知事権限登録簿保守 

都道府県 営業者等 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
ＦＤによる
申請 

 

申請・届出書 

FD作成 

 

 

 

申請書 

届出書

品目表 

 

 
受付書、登
票、差換え 

 

 
書面による
申請 

 

 

登録簿等の検索・

集計 

辞書管理 
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○ 登録申請書入力 □登録情報、品目表入力 

○ 登録更新申請書入力 

○ 登録変更申請書入力 

○ 登録票書換え交付申請書入力 

○ 登録票再交付申請書入力 

○ 取扱責任者設置届入力 

○ 取扱責任者変更届入力 

○ 変更届入力 

□品目表表示 

□品目表入力 

 

 

 

 

 

 

□設備 

□申請者住所 

□申請者氏名 

□製造所(営業所)所在地表示 

□製造所(営業所)名称 

□品目の廃止 

○ 廃止届入力 □廃止届出時の所有品目入力 

○ 品目登録済証交付願 

○ 登録情報の更新 

○ 登録権限の変更 

○ 登録情報照会 

 

 

 

 

○ 登録情報保守 

○ 登録情報取込み 

□品目表入力 

□申請書から登録情報、品目表を更新 

□登録権限委譲による登録番号の変更 

□登録情報照会 

□品目表照会 

□廃止品目表照会 

□申請届出履歴照会 

□登録情報、品目表保守 

□登録情報、品目表をＦＤから取込む 

 

 

※申請/届出入力処理には共通機能とし

て申請ﾃﾞｰﾀのFD への出力、申請/届出

書の印刷、品目表の印刷、入力データ

の訂正、削除処理機能があります。 

1.2 システム機能一覧 

製造業・輸入業 
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□設備 

□申請者住所 

□申請者氏名 

□店舗所在地表示 

□店舗名称 

 

 

□申請書から登録情報を更新 

 

 

□登録情報照会 

□申請届出履歴照会 

 

 

□登録情報をＦＤから取込む 

 

※申請/届出入力処理には共通機能として

申請ﾃﾞｰﾀのFD への出力、申請/届出書の

印刷、品目表の印刷、入力データの訂 

正、削除処理機能があります。 

 

 

 

□毒物劇物品目に関する検索機能 

 

 

 

 

 

 

 

□ＦＤの申請届出内容照会 

□ＦＤの申請届出内容保守 

□ＦＤのラベル印刷 

 

 

 

□申請者情報の初期設定 

○廃止届入力 

○登録情報の更新 

○登録番号の変更 

○登録情報照会 

○登録情報保守 

○登録情報取込み 

FD 内容照会/ﾗﾍﾞﾙ印刷 

毒物劇物品目辞書検索 

販売業 ○登録申請書入力 

○登録更新申請書入力 

○登録票書換え交付申請書入力 

○登録票再交付申請書入力 

○取扱責任者設置届入力 

○取扱責任者変更届入力 

○変更届入力 
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システムはAccess 2016、2019、2021、365が動作する環境（パソコン）が必要です。以下にその仕様を記述します。 

 

項 目 内 容 

OS + Access Windows 10 + Access2016 

Windows 10 + Access2019 

Windows 10 + Access2021 

Windows 10 + Access365 

Windows 11 + Access2016 

Windows 11 + Access2019 

Windows 11 + Access2021 

Windows 11 + Access365 

※上記以外のご利用環境では本システムは正常に動作しない場合があります。

なお、利用者の責任においてインストールを継続することは可能です。 

上記以外のご利用環境ではこまめにバックアップを取ることを推奨します。 

詳細は「6.1 バックアップについて」の章を参照してください。 

ハードディスク空き容量 50GB以上 

ディスプレイ 解像度1280×800以上 

基本フォント 標準【既定のスケール】(注1) 

 

(注１)フォントの指定が違うと画面や印刷で文字や罫線が正しく表示(印刷)されない場合があります。

フォントの設定方法は以下の通りです。 

Windows 10 ------ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ→ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟのｶｽﾀﾏｲｽﾞ→ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 

Windows 11 ------ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ→ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟのｶｽﾀﾏｲｽﾞ→ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ→ﾃｷｽﾄｻｲｽﾞのみを変更する 

1.3 システムの動作環境 
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インストール方法は、以下のインストール手順書を参照してください。 

 

2.1 インストール方法 

手順書名：申請届出システムインストール手順書 
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一度インストールした毒物劇物ＦＤ申請システムをハードディスクから削除する場合は以下の手順

で行って下さい。 

 

①スタートメニュー→コントロールパネル→プログラム→プログラムのアンインストールにて申請届

出システムを選択し、右クリック→アンインストールを実行してください。(図1) 

 

(図1) ※Windows 10の場合 

 

②エクスプローラでインストールドライブをクリック後、インストールしたディレクトリ(例:\doku)

を削除してください。 

 

(注意)上記以外にもWindows共通ディレクトリから削除するファイルもありますが容量も少なくWindows全体に影響はあ

りませんので危険な削除処理を行うよりもそのまま残しておいたほうがよいと思われます。あえてここでは触れま

せん。 

2.2 システムのアンインストールについて 



7 / 63  

 

(1) システムの起動 

①コンピュータの電源を入れWindows を起動します。 

②デスクトップ上に作成された[申請届出システム]のショートカットをダブルクリックします。 

デスクトップ上にショートカットが存在しない場合は、[スタートメニュー]→[申請届出システム]

をクリックします。(図1) 

③しばらくすると毒物劇物FD申請システムの初期メニューが表示されます。(図2) 

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ上のｱｲｺﾝ 

 

 

 

 

 

 

ｽﾀｰﾄﾒﾆｭｰのｱｲｺﾝ 
 

 

 

 

 

 

(2) システムの終了 

(図1) ※Windows 10の場合 (図2) 

①システムを終了する場合は初期メニューまたはサブメニューの右下にある  ボタンをマ

ウスでクリックすると、Windows の初期画面にもどります。(図3) 

②[スタートメニュー]→[シャットダウン]を選択してクリックします。(図4) 
 

 
 

 

 

《用語説明》 

終了ﾎﾞﾀﾝ 
 

(図4) ※Windows 10の場合 

ｱｲｺﾝ : 下の部分に文字が書かれた小さな絵。ふつうこの部分をマウスでﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸするとｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが起動されます。 

ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ : マウスの左ﾎﾞﾀﾝをすばやく2 度ｸﾘｯｸする(押して離す)こと。 

ｸﾘｯｸ : マウスの左ﾎﾞﾀﾝを一度押してすぐに離すこと。 

ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ : 画面のタイトル部分のすぐ下にある行のこと。クリックすると各コマンドのプルダウンメニューが表示されます。 

3.1 システムの起動と終了 

(図3) 
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以下にシステムで表示または使用する画面の項目名称や機能を説明します。 

(1) 画面1 ①ｺﾝﾄﾛｰﾙﾒﾆｭｰﾎﾞｯｸｽ 

 

 

⑤ツールバー 

 

 

⑥差換えﾎﾞﾀﾝ 

⑦ｵﾌﾟｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟﾎﾞﾀﾝ 

②ﾀｲﾄﾙﾊﾞ- 
③処理ﾓｰﾄﾞ

 

④ 画面表示ｻｲｽﾞ切替え

終了ﾎﾞﾀﾝ 

ﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽ 

 

⑨ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽ 

⑱画面呼び出しﾎﾞﾀﾝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩印刷ﾎﾞﾀﾝ ➃閉じるﾎﾞﾀﾝ 

 

⑯ﾒﾆｭｰﾎﾞﾀﾝ 

⑪ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰ 
 

 

⑫削除ﾎﾞﾀﾝ  

⑬取消ﾎﾞﾀﾝ 

⑭登録ﾎﾞﾀﾝ  

 

3.2 画面説明 
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⑮日本語入力ﾓｰﾄﾞ 
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(2) 画面2 

①ｺﾝﾎﾞﾎﾞｯｸｽ 

 

 

 

 

 

 

 

⑨縦ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ 

②ﾚｺｰﾄﾞ編集状況

表示 

ﾄｸﾞﾙﾎﾞﾀﾝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③辞書検索ﾎﾞﾀﾝ 

 

 

 

④ﾚｺｰﾄﾞｾﾚｸﾄﾎﾞﾀﾝ ⑤追加ﾎﾞﾀﾝ ⑦元に戻すﾎﾞﾀﾝ 

⑥ｿｰﾄﾎﾞﾀﾝ 
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画面1 の説明 

①コントロールメニューボックス 

ここをクリックするとウインドウ(画面)全体を管理する機能を集 

めたメニューが表示されます。ウインドウの大きさ位置の変更,閉

じるなどの機能がありますが特に使用する必要はありません。ただ

し、閉じるは[終了ﾎﾞﾀﾝ]をクリックするのと同じですから注意して

ください。 

②タイトルバー 

各ウィンドウ(画面)のタイトル部分です。ここをマウスでドラッグ 

(左ﾎﾞﾀﾝをクリックしたまま移動)するとウィンドウを移動でき

ます。 

③処理モード 

申請/届出書の入力のとき、初めて入力する場合は”新規”、一度 

登録したデータを呼び出した場合は”訂正”と表示されます。 

④画面表示サイズ切り替え及び終了ボタン 

ここの２つのボタンをクリックしてウインドウを最小表示、通常表 

示、最大表示に切り替えることができます。必要がなければ使用し

ないでください。 

⑤ツールバー 

画面に入力する時に利用するいくつかのコマンド(機能)を小さな 

絵で表したものでここをクリックして使用します。画面によって異

なりますがシステムでは切り取り、コピー、貼り付けなどの編集機

能やレコード操作、レポート印刷時の印刷機能が使用できます。 

⑥差換えボタン 

差換え指示があった場合は登録済みの申請書を呼び出しこのボタンを

クリックして都道府県で受付したときの受付番号を入力してくださ

い。訂正モードのときのみ使用可能。 

⑦オプショングループボタン 

グループの中から一つだけ選択します。該当する○をクリックします。 

⑧テキストボックス 

文字や数字を入力する欄です。 

⑨チェックボックス 

該当するとき□をクリックします。[×]または[レ]に変わります。解除するとき 

はもう一度クリックします。 

⑩印刷ボタン 

申請書または届出書及び品目表を印刷します。 

➃ステータスバー 

入力促進メッセージや処理中メッセージを表示します。 

⑫削除ボタン 

訂正モードのとき、画面に呼びだした申請書または届出書の入力データを削除 

します。 

⑬取消ボタン 

入力中のデータをすべてキャンセルします。 

⑭登録ボタン 

画面上の入力データをハードディスクに書き込みます。また、続けてＦＤ(フロ 

ッピーディスク)に書き込むかどうか、申請書または届出書のかがみ部分を印刷

するかどうか選択します。 

⑮日本語入力モード 

日本語入力する欄(ﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽ)では自動的に日本語入力モードになり設定され 

ているパレットが表示されます。 
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。 

 
 

画面２の説明 

⑯メニューボタン 

システム立ち上げ時の初期画面に戻ります。 

➃閉じるボタン 

今開いているウインドウ(画面)を閉じます。 

 

⑱画面呼び出しボタン 

品目表などの入力画面があるとき別の画面を呼びだします。 

また、レコード番号を表示している部分に直接番号を入力することもできます。 

⑤追加ボタン 

表の一番下の行([*]で表示されている)へ新たに品目を追加します。 

品目表を化学名五十音順または類別番号順にソートします。(混合物を除く) 

⑦元に戻すボタン 

今入力または編集している品目をキャンセルします。 

品目が混合物の要素の一つのとき○をクリックします。ボタンが押された状態 

画面を上下にスクロールします や をクリックすると１行づつ と矢 

印の間をクリックすると1 ページ(複数行)単位でスクロールします。 

右端の[↓]をクリックしてリスト一覧表より選択します。 

②レコード編集状況表示 

現在編集中のレコードを指します。

新しいレコード(空欄)を指します。 

カレント(現在指示している)レコードを指します。 

③辞書検索ボタン 

品目表の入力のとき部分的な入力をした後、毒物劇物辞書から適当な 

品目や類別番号を決定します。含有量や原製区分のチェックも行いま 

す。 

 

 

品目の入力画面や検索画面において編集するレコードにカーソルを

位置づけます。 
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Windowsではマウスを使用するのが一般的です。マウスには左右に

ボタンがありますがほとんど左側を使用します。アプリケーション

によっては右ボタンを使用することもあります。 

本システムでは左ボタンのみで使用できます。右ボタンは切り取り、

コピー、貼り付けの機能以外は使用しないでください。 

 

(1) 基本操作 
 

操作名 説 明 備 考 

クリック マウス位置を動かさずにボタンを押して離すこと。 一番頻繁に使用 

ダブルクリック マウス位置を動かさずにすばやく２回続けてクリック

すること。 

アイコンから起動する

時に使用 

ドラッグ (ﾄﾞﾗｯｸﾞｱﾝ 

ﾄﾞﾄﾞﾛｯﾌﾟ) 

ボタンを押したままの状態でマウスを動かすこと。ボ

タンを押したままオブジェクトを移動しボタンを離す

ことをドラッグアンドドロップといいます。 

範囲指定やスクロール

バーを動かす時に使用 

 

(2) マウスの形状 
 

形状 画面上の位置 意味､説明 

 

 

項目又はコントロール(ﾎﾞﾀﾝ等)の上 マウスポインタの通常の形

マウスの位置を表します。 

 

 

テキスト 挿入するポイント又は文字の位置を表します。 

 

 

ウインドウ境界の上下辺 左ボタンでドラッグするとウインドウの高さを上

下に変更できます。 

 

 

ウインドウ境界の左右辺 左ボタンでドラッグするとウインドウの幅を左右

に変更できます。 

 

 

ウインドウ境界の左下隅と右上隅 左ボタンでドラッグするとウインドウの高さと幅

を左下方向又は右上方向に変更できます。 

 

 

ウインドウ境界の左上隅と右下隅 左ボタンでドラッグするとウインドウの高さと幅

を左上方向又は右下方向に変更できます。 

 

 

任意 時間のかかる処理実行中を意味します。 

 

 

任意 クリックによってヘルプを起動できます。 

 

 

ウインドウ内 ズーム 

 

 

ウインドウ内 方向キーによるウインドウの移動､サイズ変更が可

能なことを意味します。 

3.3 マウスの使い方 
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Windowsではキーボードよりマウスでの操作が主体となりますがキーボードで操作する方が便利で

速い場合もあります。以下に覚えておいた方が便利なファンクションキーについて説明します。 

 

《基本的なファンクションキー》 
 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ 説 明 

DOS/V :[Enter] または[Tab] 

PC98 : または[TAB] 

入力値を確定し次の入力欄へ移動します。 

DOS/V :[Shift]+[Tab] 

PC98 :[SHIFT]+[TAB] 

一つ前の入力欄へ移動します。 

[→ ][↓] 次の入力欄へ移動します。入力欄をクリックした場合はそのフィールド内

で右や下に一文字づつ移動します。 

[← ][↑] 一つ前の入力欄へ移動します。入力欄をクリックした場合はそのフィール

ド内で左や上に一文字づつ移動します。 

DOS/V :[Esc] 

PC98 :[ESC] 

入力を確定する前に入力データを取り消します。又は操作を取り消します。 

DOS/V :[Delete]または 

[BackSpace] 

PC98 :[DEL]または[BS] 

選択した範囲(反転表示している部分)の入力データをクリアします。 

入力欄をクリックした時、[Delete][DEL]はカーソルより右の文字を削除し 

[BackSpace][BS]は左の文字を削除します。 

DOS/V :[Insert] 

PC98 :[INS] 

挿入/上書きモードを切り替えます。 

DOS/V :[PageDown] 

PC98 :[ROLLUP] 

表示されているページを１ページ前進します。 

DOS/V :[PageUp] 

PC98 :[ROLLDOWN] 

表示されているページを１ページ後退します。 

DOS/V :[Ctrl]+[X] 

PC98 :[CTRL]+[X] 

選択した範囲を切り取り、クリップボード(作業ﾒﾓﾘ)にコピーします。 

DOS/V :[Ctrl]+[C] 

PC98 :[CTRL]+[C] 

選択した範囲をクリップボード(作業ﾒﾓﾘ)にコピーします。 

DOS/V :[Ctrl]+[V] 

PC98 :[CTRL]+[V] 

クリップボード(作業ﾒﾓﾘ)にコピーした項目をカーソル位置に張り付けま

す。 

DOS/V :[Ctrl]+[Z] 

PC98 :[CTRL]+[Z] 

入力データや操作を元に戻します。[Esc]と同じ。 

  

3.4 ファンクションキーの使い方 
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《Window内で共通の特殊なファンクションキー》 
 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ 説 明 

DOS/V :[Alt]+[Esc] 
PC98 :[GRPH]+[ESC] 

開いているアプリケーションを順に直接切り替えます。 

DOS/V :[Alt]+[Tab] 
PC98 :[GRPH]+[TAB] 

開いているアプリケーションのタイトルを順に表示しキーを放すと切り

替わります。 

DOS/V :[Alt]+[F4] 
PC98 :[GRPH]+[f･4] 

アプリケーションを終了します。[終了]ボタンと同じ。 

DOS/V :[Alt]+[Ctrl]+[Del] 
PC98 :[GRPH]+[CTRL]+[DEL] 

強制終了。何かの障害で画面が凍結(ﾊﾝｸﾞｱｯﾌﾟ)した場合など止むおえな

い場合に使用します。 

DOS/V :[F1] 
PC98 :[f･1] 

ヘルプ機能を呼び出します。 

DOS/V :[Ctrl]+[漢字] 
PC98 :[CTRL]+[XFER] 

日本語入力モードをＯＮにします。又はＯＦＦにします。 

DOS/V :[F2] 
PC98 :[f･2] 

入力欄において移動モード(反転表示)と編集モード(1ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の更新)

の切替 

《印刷プレビューで使用するキー》 
 

ｷｰ 説 明 

[P] プレビューしている表を印刷します。印刷ダイアログボックスが開きま

すので[OK]ボタンをクリックします。 

[S] プリンタの設定ダイアログボックスを開きます。 

[Z] ページを拡大/縮小します。 

DOS/V :[C]または[Esc] 
PC98 :[C]または[ESC] 

プレビューをキャンセル又は終了します。 

DOS/V :[F5] 
PC98 :[f･5] 

ページを入力して[ﾘﾀｰﾝ]を押すとそのページを表示します。 

DOS/V :[PageDown]又は[↑] 
PC98 :[ROLLUP]又は[↑] 

次ページを表示。拡大時は上にスクロールします。 

DOS/V :[PageUp]又は[↓] 
PC98 :[ROLLDOWN]又は[↓] 

前ページを表示。拡大時は下にスクロールします。 

DOS/V :[End] 
PC98 :[HELP] 

最終ページを表示。拡大時はページの右端に移動します。 

DOS/V :[Home] 
PC98 :[HOMECLR] 

先頭ページを表示。拡大時はページの左端に移動します。 

[→ ] 拡大時、右にスクロールします。 

[← ] 拡大時、左にスクロールします。 

DOS/V :[Ctrl]+[↓] 
PC98 :[CTRL]+[↓] 

拡大時、ページの一番下に移動します。 

DOS/V :[Ctrl]+[↑] 
PC98 :[CTRL]+[↑] 

拡大時、ページの一番上に移動します。 

DOS/V :[Ctrl]+[→] 
PC98 :[Ctrl]+[→] 

拡大時、ページの一番右端に移動します。 

DOS/V :[Ctrl]+[←] 
PC98 :[Ctrl]+[←] 

拡大時、ページの一番左端に移動します。 
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以下にシステムで使用するツールバーの使い方を説明します。 

ツールバーは画面上部に表示された入力や印刷プレビュー(ラベル印刷)の補助機能の役割をします。 

 

a) 入力画面のツールバー 
 

種類 名 称 使い方説明 
 

 
コピー テキストボックスで入力されている内容をｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ(作業ﾒﾓﾘ)にコピーします。 

[CTRL]+[C]([Ctrl]+[C])(注)を押すのと同じ 
 

 
切り取り テキストボックスで入力されている内容を切り取り、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ(作業ﾒﾓﾘ)にコピーし

ます。 

[CTRL]+[X]([Ctrl]+[X])を押すのと同じ 
 

 
貼り付け コピーまたは切り取りした内容をテキストボックスに貼り付けます。 

[CTRL]+[V]([Ctrl]+[V])を押すのと同じ 

 
元に戻す テキストボックスに入力したデータをキャンセルして元に戻します。 

[CTRL]+[Z]([Ctrl]+[Z])または[ESC]([Esc])を押すのと同じ 
 

 
ﾌｨｰﾙﾄﾞ/ﾚｺｰﾄﾞを元に 
戻す 

編集している入力行をキャンセルします。

表形式の入力画面のみ 

 
先頭のレコード 先頭の入力行(レコード)へ移動します。

表形式の入力画面のみ 

 
前のレコード 一つ前の入力行(レコード)へ移動します。

表形式の入力画面のみ 

 
次のレコード 次の入力行(レコード)へ移動します。

表形式の入力画面のみ 
 

 
最後のレコード 入力されている最後の入力行(レコード)へ移動します。

表形式の入力画面のみ 

 
新規レコード 新しい入力行(レコード)へ移動します。

表形式の入力画面のみ 

(注)キーのうち( ) 内はDOS/V 機、( )なしはPC98 を指します。 

 

b) 印刷プレビュー画面のツールバー 
 

種類 名 称 使い方説明 
 

 
閉じる プレビュー画面を閉じます。 

[ESC]([Esc])を押すのと同じ 
 

 
印刷 プリンタに印刷します。印刷時の条件設定画面が表示されます。 

[P]を押すのと同じ 

 
プリンタの設定 プリンタの種類、用紙サイズ、印字位置調整などの設定を行います。 

 

 
ズーム プレビュー画面を拡大したり縮小したりします。 

3.5 ツールバーの使い方 
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(注意) 

ツールバーは画面上部に設定してありますが、マウスでドラッグ(左ﾎﾞﾀﾝを押したまま移動する)する

と簡単に移動してしまいます。(下図) 

A 

 → ﾏｳ

ｽでﾄﾞﾗｯｸﾞ 

このとき、A の部分をクリックするとツールバー全体が消えてしまいますので注意して下さい。通常

は上部に配置しておいた方がよいでしょう。 
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入力画面において入力項目間のカーソルの移動方法は次の方法があります。 

 

①マウスで直接クリックする。 

② ([Enter])(注1)を押す。次の項目に進む時のみ 

③[→][←][↓][↑]を押す。[→][↓]は次の項目へ、[←][↑]は前の項目へ進む。(注2) 

④[TAB]([Tab]) 及び[SHIFT]+[TAB]([Shift]+[Tab]) を押す。[TAB]([Tab]) は次の項目へ 

[SHIFT]+[TAB]([Shift]+[Tab])は前の項目へ進む。 

 

(注1)キーのうち( )はDOS/V 機、( ) なしはPC98 機を指します。 

(注2)③の方向キーを使用する場合、次の状況では項目間の移動はできません。 

 

a) 入力欄で編集途中(編集モード)の場合 

この時、カーソルは編集モード(挿入モードの時は“｜”、上書きモードの時は反転表示“■”)になってい

るため方向キーはその入力欄上でしか移動しません。一度 ([Enter])を押すと方向キーが使用できるよう

になります。 

項目を修正する時にマウスで直接クリックしたときなどはカーソルは編集モードになり ([Enter])で一

度確定した後は移動モード(方向キーが使用できる状態で入力項目が反転表示している)になります。 

 

b) ボタンがグループの項目 

どちらかを選択しなければならないようなボタングループにおいては方向キーはそのグループ内でしか移

動しません。 

 

 

 

ｶｰｿﾙは移動ﾓｰﾄﾞ(反転表示)のため方向 

ｷｰで前後の項目へ移動できる。 

 

 

 

 

 

 

ｶｰｿﾙは編集ﾓｰﾄﾞのため方向ｷｰはこの入

力ﾌｨｰﾙﾄﾞ内を移動する 

3.6 カーソルの移動操作について 
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(1) プレビュー機能とは？ 

プレビュー機能は印刷する作表イメージを画面上で確認できる機能です。プレビュー機能はフロッ

ピーラベルの印刷時に  ボタンをクリックします。 

 

 

④ズーム ②印刷 

 

①終了 ③プリンタの設定 

 

 

⑤最大表示ﾎﾞﾀﾝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥縦ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ 

 

 

 

 

 

 

 

先頭ﾍﾟｰｼﾞへ 前のﾍﾟｰｼﾞへ 次ﾍﾟｰｼﾞへ 最後のﾍﾟｰｼﾞへ ⑥横ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ

現在のﾍﾟｰｼﾞ(直接入力可) 

⑦ 

 

(2) 項目説明 

①終了ボタン 

プレビュー画面を閉じるときクリックします。 

 

②印刷ボタン 

そのまま印刷したい時クリックします。クリックすると次ページの画面が表示されます。 

3.7 プレビュー機能 
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複数ページある場合、途中のページのみ印刷

したい場合はページ指定の入力欄に“から”､ 

“まで”を入力してください。 

 

指定を終了したら[OK]ボタンをクリックし

ます。印刷が開始されます。 

 

 

 

③プリンタの設定 

 

プリンタ、用紙サイズ、向き、位置調整な

どを行います。 

 

用紙サイズ 

 

 

左右/上下余白 

 

 

(注意)上記は必要以外の設定はしないでください。また、設定変更した場合にプレビューを閉じようとすると以下の様な

メッセージが表示されます。この場合は変更した設定を保存したい場合は[はい]を選択してください。 
 

④ズーム 

画面を縮小又は拡大しますがあまり使用する価値はありません。 

 

⑤最大表示ボタン 

画面を最大にします。 

 

⑥縦スクロール、横スクロールボタン 

プレビュー画面の表示を上下又は左右にスクロールして表示します。 をクリックすると 

１行づつと  と矢印の間をクリックすると複数行づつスクロールします。 

 

⑦ページ指定、ページ前進/後退ボタン 

前後のページへ移動又は直接ページを入力して表示させることができます。 

該当ボタン(箇所)をクリックしてください。 
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平成 08 年 03 月 29 日 

平成 08 年 02 月 29 日 

 

(1) 日付の入力方法 

日付の入力は西暦でも和暦でも可能ですが次の(例1)(例2)の書式のいずれかで入力して下さい。 

 

例１: ○---- 和暦で入力 H7/11/1 元号 H:平成 S:昭和

例２: ○---- 西暦で入力 95/11/1 又は 1995/11/1 

例３: ×---- H7.11.1 又は 95.11.1 又は 19951101 

 

※年、月、日の間は / (ｽﾗｯｼｭ)で区切って下さい。 .(ﾋﾟﾘｵﾄﾞ)は不可。 

※月や日の前ゼロは特に入力する必要はありません。 

※元号の記号 H や S は小文字の h や s でもOKです。 

 

上記の方法で入力すると日付は元号及び“年” “月” “日”付きで表示されます。 

(例)H7/11/1---------→平成 07 年 11 月 01 日 

 

 

 

(2) 日付の部分的な修正の方法 

入力された日付の部分的な修正をする場合はマウスで修正する部分の前後にカーソルを位置づけて

クリックして直接入力してください。 

 

 

(例) → 02 月を 03 月に訂正する 

 

 

 

カーソルを位置づける 

② 

3 を入力 

 

③ [DEL]([Delete])ｷｰを押す 

 

 

④ [Enter](ﾘﾀｰﾝ)ｷｰを押す 

 

※上記の例は一例であって[INS]([Insert])キーをON にして上書きしたり[DEL]([Delete])の変わりに 

[BS]([BackSpace]ｷｰを使用しても変更できます。もちろん、最初から / ですべて入力してもかまい

ません。 

3.8 日付の入力方法 

平成 08 年 032 月 29 日 

① 平成 08 年 02 月 29 日 
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申請内容を登録するＦＤ(フロッピーディスク)は必ず初期化(MS-DOS ﾌｫｰﾏｯﾄ)してから使用してくだ

さい。初期化済みのＦＤを購入して初めて使用する場合は初期化する必要はありません。 

 

 

(1) 媒体の種類 

３．５インチ ２ＨＤ 

 

 

(2) フォーマットサイズ 

原則として１．４４ＭＢ 

 
※PC98形式のﾌｫｰﾏｯﾄｻｲｽﾞ1.25MB については都道府県や保健所が対応している場合も多いと思われますの

で管轄都道府県または保健所にお問い合わせください。 

3.9 ＦＤのフォーマットについて 
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製造所(営業所、店舗)名称や申請者氏名に外字を使用している場合やJIS の第一、第二水準以外の文

字がある場合はその文字をJIS の第一、第二水準の文字で代用するかまたは空欄にします。そして画面

下方にある外字有りのチェックボックスをチェック[ﾚ]してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造所(営業所、店舗)及び申請者氏名に外字がある場合はこの欄をチェック[ﾚ]して
ください。 

 

(注1) 製造所(営業所、店舗)名称や申請者氏名の外字有りをチェックした場合は申請書や届出書のかが
みの印刷においてはその欄はすべて空白で印刷されます。その部分は手書きして下さい。 

(注2) 今回のシステム導入前から登録業態がある場合で製造所(営業所、店舗)名称や申請者氏名に外字

が有る場合は保守で外字有りをチェックしてから入力処理を行ってください。 

3.10 外字の使用について 



 

添付 

 

(1) 運用準備 

①管轄都道府県、保健所の設定 

②申請者住所、氏名、代表者氏名、代表者肩書きの入力 

③厚生大臣名、都道府県知事名の入力 

①製造業・輸入業→既存の登録業態及び品目表を都道府県

よりＦＤでもらい取り込む 

②販売業→既存の登録業態を都道府県よりＦＤでもらい取り

込むかまたは保守機能で入力する 

 

(2) ＦＤによる申請書、届書の処理手順 

 

※一度都道府県または保健所に提出したＦＤは必ず初期化してください。 

(3.5 ｲﾝﾁ 2HD MS-DOS ﾌｫｰﾏｯﾄ ｻｲｽﾞ：1.44MB) 

 

 

差換え指示 
 

 

申請ﾌｧｲﾙ 

※都道府県に提出する書類は申

請書または届書の表紙のみで

品目表は必要ありません。 

 

 

申請書、届書表紙 

 

 

 

 

 

 

ラベル 

 

 

 

 

※ＦＤに一番最初に申請届出データを書き込むとき、ＦＤ管理番号を入力します。 

ＦＤ管理番号の付け方は任意の番号を数字３桁で入力してください。番号の付け方

に特に決まりはありませんので管理しやすい番号を付けて下さい。 

 

 

(3) 登録情報の更新 

※異なる業態及び申請種別すべて

同じＦＤに入力できます。 

 

上記(2)で申請したデータのうち、施行後次の３つについて

入力する 

①登録申請→登録番号、登録年月日、有効期限入力 

②登録更新申請→更新年月日、有効期限入力 

③登録変更申請→登録年月日入力(製造業、輸入業のみ) 

 

 

 

 

 

 
23 / 62 

4.1 業務の流れ 

登録情報の入力 

申請者情報の設定 

 

 

 

 

 

 
都
道
府
県
ま
た
は
保
健
所 

登録ﾏｽﾀ 品目表 

登録情報の更新 

Yes 
他に申請、届有？ 

申請書、届書の入力 

ＦＤの初期化 

ＦＤラベルの印刷 
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システムを起動すると初期メニュー（右図）が

表示されます。 

各処理画面に移動するにはタイトルボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［メニュー］ボタンを

クリックすると初期画

面に戻ります。 

［閉じる］ボタンを

クリックすると呼びだ

した画面に戻ります。 

4.2 画面の流れ 
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(1) 申請者情報の設定 

システムを運用する前に申請者情報の設定を行います。(1)の登録情報の取り込みを行うと申請者

情報が自動的にセットされます。入力されていない部分や変更する箇所があれば入力し[登録]ボタンを

押して更新して下さい。ここで入力した情報は各申請書、届書入力画面の申請者情報として表示及び入力

されます。 
 

《項目説明》 

①管轄都道府県 

製造所(営業所、店舗)所在地の管轄となる都道府県名をリストより選択する。 

②受付保健所 

オンライン申請の受付窓口となる保健所・都道府県名をリストより選択する。 

ただし、「③受付保健所確認ボタン」で表示される保健所・都道府県名を選択すること。 

③受付保健所確認ボタン 

「受付保健所一覧確認」に入力されているアドレスのＷＥＢページが表示される。受付可能な保健所・都道府県の一

覧が表示される。 

④申請者住所の郵便番号及び住所 

申請者住所の郵便番号と住所を入力する。住所は必ず都道府県名から入力する。 

⑤申請者氏名及びﾌﾘｶﾞﾅ 

申請者氏名を入力する。申請者ﾌﾘｶﾞﾅは自動的に入力されるが誤っている場合は上書き訂正する。 

⑥代表者肩書き 

法人の場合は代表者の肩書きを入力する。個人の場合は空欄にする。 

⑦代表者氏名 

法人の場合は代表者氏名を入力する。 

⑧厚生大臣名 

厚生大臣氏名を入力する。 

⑨申請書、届書宛名の肩書き 

都道府県知事や保健所長等の肩書きを入力する。 

⑩FD ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 

通常、自動的にFD ﾄﾞﾗｲﾌﾞを認識しﾄﾞﾗｲﾌﾞ名がｾｯﾄされます。申請届出ﾃﾞｰﾀ出力先・登録情報ﾌｧｲﾙ取込先のﾄﾞﾗｲﾌﾞを変

更したい場合は上書きして下さい。なお、FD以外の媒体も指定可能です。指定されたﾄﾞﾗｲﾌﾞ直下に申請届出ﾃﾞｰﾀを出

力、あるいは指定されたﾄﾞﾗｲﾌﾞ直下の登録情報ﾌｧｲﾙを取込めるようになります。 

4.3 運用準備 
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⑪手続き区分 

平成28年8月31日にオンライン申請は廃止されておりますので、「FD申請」を選択してください。 

⑫電子申請・届出システム  アドレス 

平成28年8月31日にオンライン申請は廃止されており、入力および変更の必要はありません。 

⑬受付保健所一覧確認  アドレス 

平成28年8月31日にオンライン申請は廃止されており、入力および変更の必要はありません。 

 

 

(注１)申請者住所及び氏名の変更については、変更届書を入力すると自動的にこの欄も変更されますので、ここで変更する

必要はありません。 

(注２)「登録」ボタンをｸﾘｯｸした時、図１の様なﾒｯｾｰｼﾞが表示された場合には、以下の①②を確認して下さい。 

①「受付保健所」で選択した保健所・都道府県名が「受付保健所確認」ボタンで表示される保健所一覧に記載されてい

るか。 

②「受付保健所確認」ボタンで表示される保健所一覧に記載されている保健所・都道府県を選択している場合でも本メ

ッセージが表示される場合には、受付可能機関チェック用データベース（受付db.mdb）が最新の状態になっていま

せん。「受付保健所確認」ボタンで表示されるＷＥＢページから最新の「受付db.mdb」をダウンロードし、システ

ムを一旦終了して本システムのフォルダ（規定値は「C:\DOKU」）にコピーして下さい。 

 

 

図１ 
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(2) 登録情報の取り込み 

今回の申請届出システムを導入するときに既に既存業態がある場合はその登録簿及び品目表情報 

(品目表は製造業、輸入業のみ)が先にマスタに登録されている必要があります。 

製造業、輸入業については都道府県等の受付機関から登録簿及び品目表情報をＦＤでもらいメニュ

ーにある登録情報取込み処理でデータベースに取り込んでください。販売業については都道府県で整

備されている場合はＦＤでもらえますが整備されていない場合は登録情報保守でキーボードより入力

することになります。 

 

《ＦＤからの取込み方法》 

①業態メニューの[登録情報取込み]ボタンをクリックします。 
 

 

②メッセージに従い取り込み用のＦＤを指定ドライブにセットして[OK]をクリックします。 

ＦＤの内容が妥当であれば処理を開始します。 

 

③終了メッセージが表示されたら[OK]をクリックします。 

 

④登録情報保守で取り込んだ業態をクリックして内容を確認して下さい。 

フリガナや代表者氏名、担当者名、連絡先電話番号など入力されていない項目があったら入力し

て下さい。 

 

 

 

(注1)ＦＤから取り込もうとする業態が既存の場合はその業態のデータは上書きされます。 

(注2)登録情報に間違いがあった場合は訂正する前に必ず受付機関に連絡して下さい。連絡しないで訂正

してしまうと受付時に受付機関のデータベース内容と不一致エラーが発生してしまい受付られ 

なくなります。特に品目の訂正には注意してください。 
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・申請システムデータベースへの 
データの登録確認 

・登録した品目の表示順序の 
並び替え出力確認 

・指定されたＦＤドライブへの 
データの登録確認 

○「 4－5 」個別操作を参照し、申請届出書の鏡部分及び品

目を入力します。 

○添付書類がある場合には、 ボタンをクリックし

ます。 

添付書類の入力画面より、該当する添付資料欄をﾁｪｯｸし、

ボタンをクリックします。 

ボタンをクリックすると、システム内データベースへ

の登録確認メッセージが表示されるので、 

「はい」をクリックします。 

この際、登録した品目は入力順から類別番号順に並び替

えて出力されることの確認メッセージが表示されるので 

「OK」をクリックします。 

続けて、申請・届出用ＦＤにデータを登録する確認メッ

セージが表示されるので、「はい」をクリックします。 

 

 

・申請・届出用ＦＤに出力するファイルは、「5.1申請・届出

用ＦＤ出力ファイル名」の章の（表１）を参照して下さい。 

 
 

 

 

 

・「添付書類のチェック」ボタンを押すと、

添付する書類を指定する 

画面がポップアップする。 

4.4 申請書の作成 



29 / 63  

 
 

◆ 概要 

登録申請、登録変更申請、登録情報保守共通の品目表の入力を行います。 

 

◆ 機能 

(1) 品目表は表形式で入力 

(2) 品目表入力時、辞書検索が可能。 

a)CAS-NO、類別番号、化学名を検索条件として検索し品目を一覧リストから選択できる。 

b)原製区分及び含有量入力時、法令辞書との妥当性チェックを行う。 

(3) 品目表入力後、類別番号順または化学名五十音順にソートできる。 

(4) 品目表入力時、混合物の入力が可能。 

(5) 入力項目の未入力チェック及び妥当性チェック

を行う。 (7)同一品目の二重登録チェックを行う。 

◆ 操作 

(1) 品目表は表形式で入力します。 

(2) 品目を追加する場合は最下位行に入力してください。 

(3) CAS-NO が付かない品目の場合はCAS-NO 無欄をチェック[ﾚ]してください。 

(4) CAS-NO を入力すると辞書に存在すればその化学名が表示されます。CAS-NO はあるが辞

書にない場合は警告メッセージを無視してそのまま入力してください。 

(5) 品目が混合物の場合はそのグループは必ず行を連続して入力してください。入力後、先

頭の混合物の[○]ボタンをクリックします。[○]ボタンは押された状態になり下に連番

が1 と入力されます。続けて次の行の[○]ボタンをクリックします。連番は2 と表示

されます。３番目以降も同じように[○]ボタンをクリックしてください。 

(6) 含有率を入力するときはその範囲を入力してください。範囲は”まで”または”から”

の一方を省略できます。 

範囲は整数3 桁、小数点第7 位まで入力できます。それを越える場合は備考欄に％以

外の単位を入力して調整して下さい。 

(7) “から”及び”まで”の不等号は次の意味があります。 

“から”--- = :等しい > :より大きい >=:等しいか大きい(以上) 

“まで”--- < :小さい(未満) <=:等しいか小さい(以下) 

入力を省略した場合は次の不等号が入力されたとみなします。 

“から”:>= (までの入力がない場合は”=”) “まで”:<= 

 

 

 

品目の削除方法 

削除したい品目の部分(項目は何でもよい)にカーソルを位置づけ[削除]ボタンをクリッ

クします。入力途中でキャンセルしたい場合などはとなりの[元に戻す]ボタンをクリッ

クしても同じです。 

 

品目の追加方法 

[追加]ボタンをクリックして最下行に入力してください。 

[取消]ボタン 

今回入力した品目または訂正した品目をすべて入力する前の状態に戻します。 

[元に戻す]ボタン 

入力した 1 品目または訂正した1 品目において確定する前(ｶｰｿﾙを次の品目に移動する 

前)に押すと入力する前の状態に戻します。 

4.5.1 品目表の入力 

 

(8) 単位は何も指定しない場合はすべて％です。含有率単位が％でない場合は[備考]ボタン

をクリックして単位を入力してください。 

(9) 販売名を入力する場合は備考欄(備考ボタンをクリック)に入力して下さい。 
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◆ 辞書の使い方 

辞書検索は検索条件としてCAS-NO、類別番号、化学名のいずれかまたは組み合わせて指定し 

検索ボタンをクリックします。検索結果のパターンは次の様になります。 

(1) CAS-NO 入力有りのとき 

原製区分及び含有量入力有 ---------- 類別番号選択画面を表示し、妥当性チェックを行いま 

す。 

原製区分及び含有量入力無 ---------- 類別番号選択画面を表示します。 

(2) CAS-NO 未入力で類別番号入力有りのとき 

原製区分及び含有量入力有 ---------- 品目選択画面を表示し、品目を選択すると妥当性チェ 

ックを行います。 

原製区分及び含有量入力無 ---------- 品目選択画面を表示し、品目を選択すると類別番号選 

択画面を表示します。 

※CAS-NO 無欄がチェックされている場合は品目選択画面は表示されず、類別番号の妥当性

チェックのみ行います。 

(3) CAS-NO 及び類別番号未入力で化学名入力有りのとき 

化学名はすべて部分一致検索(ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ検索)です。 

原製区分及び含有量入力有 ---------- 品目選択画面を表示し、品目を選択すると類別番号選 

択画面を表示し、妥当性チェックを行います。 

原製区分及び含有量入力無 ---------- 品目選択画面を表示し、品目を選択すると類別番号選 

択画面を表示します。 

 

★留意事項★ 

(1)上記(1)(2)(3)のように原製区分及び含有率(製剤のみ)が入力されているときのみ品目と 

選択した類別番号が妥当かどうかチェックしメッセージが表示されます。原製区分及び含

有率が入力されていないときは類別番号選択画面のみ表示します。 

(2) 辞書検索ボタンをクリックしないで類別番号を入力し品目入力画面を閉じる場合は基本

的なエラーチェックのみ行い辞書とのチェックはしません。 

(3) 含有量のチェックは単位を入力しない場合（％のとき）のみ行います。 

 

 

 

 

 

検索条件を入力します。画面では原製区分、含有率、化学名一部を入力し辞書検索ボタン

をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品目選択画面より該当品目をダブルクリックまたは選択して[OK]をクリック。 
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申請書及び品目表を印刷するボタン 品目表の入力画面へ移動(製造、輸入業のみ) 

 

4.5.2 登録申請 

◆ 概要 

製造業・輸入業の新規登録申請書の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し申請書を 

印刷します。 

 

◆ 機能 

(1) 申請書の新規作成、訂正、削除 

(2) 申請書のＦＤへの出力 

(3)申請書表紙の印刷 

(4)店舗名称ｶﾅ、及び申請者氏名ｶﾅは漢字入力時自動的に入力される。 

(5)添付資料省略有りのとき、その理由と必要な項目を入力。 

 

◆ 操作 

a) 新規作成 

①業態、営業所所在地、名称、備考、申請者情報、現物直接取扱有無、名称及び氏名の 

外字有無の入力を行います。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登

録されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

 

b) 訂正 

①業態をクリックすると入力されている登録申請書の内容を画面に表示します。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新され

ます。 

④続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。 

⑤続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

 

c) 削除 

①業態をクリックすると入力されている登録申請書の内容を画面に表示します。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが削除されます。 

◆ 留意事項 
(1) 添付資料等の省略のとき、入力した登録番号の登録情報が既存の場合は登録年月日や製 

造所等所在地、名称を呼び出し入力されます。 

(2) 製造所(営業所)名称または店舗名称及び申請者氏名に外字がある場合は外字は入力し

ないでJIS 第一第二水準で入力し、外字有りのﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽをチェック[ﾚ]してください。 

(3) 登録権限はすべて知事権限として申請書が作成されます。 (製造、輸入業のみ) 

(4) 申請書及び品目表を印刷するボタンをクリックすると品目表は類別番号順に並び替えて

印刷されることの確認メッセージが表示されるので「OK」をクリックしてください。 
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申請書及び品目表を印刷するボタン 品目表の画面へ移動 照会訂正ボタン 

 

 

※更新のときに品目を廃止する場合は同時に変更届の品目廃止入力を行って下さい。 

4.5.3 登録更新申請 

◆ 概要 

製造業・輸入業の登録更新申請書の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し申請書を 

印刷します。 

 

◆ 機能 

(1) 申請書の新規追加、訂正照会、削除 

(2) 申請書のＦＤへの出力 

(3) 申請書表紙及び品目表の印刷 

(4) 取扱責任者の住所、氏名の変更のみ許可。 

(5) 品目表は参照のみ可能。追加、訂正、削除は不可。 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、有効期限、製造所(営業所)所在地、名称 

等が表示されます。 

品目表を入力するときは、[製造(輸入)する品目登録画面へ]ボタンをクリックします。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登録

されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。品目表は印刷されません。 

b) 訂正、照会 

①更新申請訂正照会ボタンをクリックすると入力されている登録更新申請書の履歴リス

トが表示されるので訂正照会したい行をダブルクリックまたは選択後[OK]をクリック

します。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新されま

す。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び申請書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に更新申請訂正照会ボタンをクリックして申請内容を画面に表示させま

す。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが削除されます。 
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申請書及び品目表を印刷するボタン 品目表の画面へ移動 照会訂正ボタン 

 

品目の入力方法は登録申請と同じです。 
 

4.5.4 登録変更申請 

◆ 概要 

製造業・輸入業の登録変更申請書の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し申請書を 

印刷します。 

 

◆ 機能 

(1) 申請書の新規追加、訂正照会、削除 

(2) 申請書のＦＤへの出力 

(3) 申請書表紙及び品目表の印刷 

(4) 追加する品目の入力(品目の入力については4.5.1 を参照。) 

 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、製造所(営業所)所在地、名称等が表示さ

れます。 

品目表を入力するときは、[製造(輸入)する品目登録画面へ]ボタンをクリックします。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登

録されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。品目表は印刷されません。 

b) 訂正、照会 

①登録変更申請訂正照会ボタンをクリックすると入力されている登録変更申請書の履

歴リストが表示されるので訂正照会したい行をダブルクリックまたは選択後[OK]を

クリックします。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新され

ます。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び申請書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に登録変更申請訂正照会ボタンをクリックして申請内容を画面に表示さ

せます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが削除されます。 

◆ 留意事項 
(1) 申請書及び品目表を印刷するボタンをクリックすると品目表は類別番号順に並び替えて 

印刷されることの確認メッセージが表示されるので「OK」をクリックしてください。 
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◆ 概要 

製造業・輸入業の登録票書換え交付申請書の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し 

申請書を印刷します。原則として書換え交付申請は書き換えの対象となる項目の変更届が入力

されている必要があります。 

◆ 機能 

(1) 申請書の新規追加、訂正照会、削除 

(2) 申請書のＦＤへの出力 

(3) 申請書表紙印刷 

(4) 変更届入力のチェック及び参照可能。 

(5) 変更前、変更後の内容を表示、変更後は編集も可。 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、製造所(営業所)所在地、名称等が表示さ

れます。 

②書き換え対象となる項目(住所、氏名、製造所等所在地、名称)の変更届入力リストが

表示されるので該当する変更届を選択してください。 

選択すると変更事項、変更前、変更後の内容が自動入力されます。 

③入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登

録されます。 

④続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

⑤続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

 

b) 訂正、照会 

①書換え交付申請訂正照会ボタンをクリックすると入力されている書換え交付申請書

の履歴リストが表示されるので訂正照会したい行をダブルクリックまたは選択後 

[OK]をクリックします。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新され

ます。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び申請書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

4.5.5 登録票書換え交付申請 

変更前の内容を表示 変更後の内容を表示、入力 申請書照会訂正 

 

c)削除 

①訂正と同様に書換え交付申請訂正照会ボタンをクリックして申請内容を画面に表示さ 

せます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが削除されます。 
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申請書を印刷するボタン 申請書照会訂正ボタン 

4.5.6 登録票再交付申請 

◆ 概要 

製造業・輸入業の登録票再交付申請書の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し申請 

書を印刷します。 

 

◆ 機能 

(1) 申請書の新規追加、訂正照会、削除 

(2) 申請書のＦＤへの出力 

(3)申請書表紙の印刷 

 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、製造所(営業所)所在地、名称等が表示され 

ます。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登録

されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①再交付申請訂正照会ボタンをクリックすると入力されている再交付申請書の履歴リス

トが表示されるので訂正照会したい行をダブルクリックまたは選択後[OK]をクリック

します。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新されま

す。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び申請書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に再交付申請訂正照会ボタンをクリックして申請内容を画面に表示させま

す。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが削除されます。 
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届書を印刷するボタン 添付書類の省略の場合はこのチェックボック 

スをチェックし必要な項目を入力する。 

 

 

取扱責任者の資格の下方の項目は差し支えない範囲で入力してください。 

 

添付書類の省略のとき、入力した登録番号の登録情報が既存の場合は製造所等所在地、

名称を呼び出し表示します。 

4.5.7 取扱責任者設置届 

◆ 概要 

製造業・輸入業の取扱責任者設置届の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し届書 

を印刷します。 

取扱責任者設置届の入力は登録申請が入力されているか既存業態に取扱責任者が未設置の

場合のみ入力可能です。 

 

◆ 機能 

(1) 届書の新規作成、訂正照会、削除 

(2) 届書のＦＤへの出力 

(3)届書表紙の印刷 

(4)取扱責任者姓名を入力するとフリガナは自動入力 

(5)添付書類の省略時はその理由と必要な項目を入力 

 

◆ 操作 

a) 新規作成 

①業態を選択します。製造所(営業所)所在地、名称等が表示されます。既存業態であれ 

ば登録番号、登録年月日も表示されます。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登

録されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて届書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①業態をクリックすると入力されている取扱責任者設置届書の内容が表示されます。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新されま

す。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び届書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に業態をクリックして届書の内容を画面に表示させます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルから削除されます。 
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◆ 概要 

製造業・輸入業の取扱責任者変更届の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し届書 

を印刷します。 
 

◆ 機能 

(1) 届書の新規追加、訂正照会、削除 

(2) 届書のＦＤへの出力 

(3)届書表紙の印刷 

(4)添付書類の省略時はその理由と必要な項目を入力 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、製造所(営業所)所在地、名称等が表示さ 

れます。変更後の取扱責任者住所、氏名、資格等を入力します。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登録

された登録情報も更新されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて届書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①届書訂正照会ボタンをクリックすると入力されている取扱責任者変更届書のリストが

表示されます。訂正照会する行をダブルクリックまたは選択後[OK]をクリックして内

容を表示させます。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイル及び登録情報

が更新されます。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び届書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に届書訂正照会ボタンをクリックして届書の内容を画面に表示させます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルから削除されます。 

★注意★ 

削除した場合は登録情報は元に戻りませんので登録情報保守で訂正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付書類の省略の場合はこのチェックボック

スをチェックし必要な項目を入力する。 

 

取扱責任者の資格の下方の項目は差し支えない範囲で入力してください。 

 

添付書類の省略のとき、入力した登録番号の登録情報が既存の場合は製造所等所在地、

名称を呼び出し表示します。 
 

4.5.8 取扱責任者変更届 

届書を印刷するボタン 取扱責任者変更前 照会、訂正 
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◆ 概要 

製造業・輸入業の変更届の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し届書を印刷します。 

変更事項として設備、申請者住所、同氏名、製造所(営業所)住居表示、同名称、品目の廃止

があります。 
 

◆ 機能 

(1) 届書の新規追加、訂正照会、削除 

(2) 届書のＦＤへの出力 

(3)届書表紙の印刷 

(4)添付書類の省略時はその理由と必要な項目を入力 

(5)変更事項は同時に複数の届出が可能 

(6)品目の廃止は品目表より廃止する品目をチェック 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、製造所(営業所)所在地、名称等が表示さ

れます。変更事項をチェックし変更後ボタンをクリックして変更事項を上書きします。

品目の廃止は品目廃止入力ボタンをクリックして廃止チェック欄をチェックします。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登

録された登録情報を更新します。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて届書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①届書訂正照会ボタンをクリックすると入力されている変更届書のリストが表示され

ます。訂正照会する行をダブルクリックまたは選択後[OK]をクリックして内容を表示

させます。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイル及び登録情

報が更新されます。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び届書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に届書訂正照会ボタンをクリックして届書の内容を画面に表示させます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルから削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届書及び廃止品目の印刷  品目廃止画面 変更後  照会、訂正添

付書類の省略の場合はこのチェックボックス

をチェックし必要な項目を入力する。 

設備の変更については変更内容について記述することがあれば簡単に入力して下さい。 

4.5.9 変更届 
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◆ 廃止する品目の入力方法 

廃止する品目を検索機能等で見つけて行左端の廃止チェック欄をチェックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 検索機能の使い方 

(1) この検索機能は文字列検索です。検索したい項目にカーソルを位置付け[検索]ボタンを 

クリックします。 

(2) 検索する文字列を入力してその他の検索条件を指定して[先頭を検索]ボタンをクリッ

クします。最初にヒットした行の文字列が反転表示します。[次を検索]ボタンをクリッ

クすると次にヒットした行の文字列が反転表示します。 

廃止する品目の廃止欄をチェックします。 
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届書及び所有品目の印刷 所有品目の入力へ 

 

所有品目にチェックし数量と単位を入力 単位はリスト以外の場合は直接記号を入力 

4.5.10 廃止届 

◆ 概要 

製造業・輸入業の廃止届の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し届書を印刷します。 

 

◆ 機能 

(1)届書の新規作成、訂正照会、削除 

(2)届書のＦＤへの出力 

(3)届書表紙の印刷 

(4)所有している品目のチェックとその保存数量を入力 

 

◆ 操作 

a) 新規作成 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、製造所(営業所)所在地、名称等が表示さ 

れます。廃止年月日、廃止の日に所有する品目の保管または処理の方法等を入力しま

す。 

所有する品目と数量の入力はボタンをクリックして左端のチェック欄をチェックし、保存

数量と単位を入力します。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登

録された登録情報を更新します。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。こ

のとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて届書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①業態をクリックすると入力されている廃止届書の内容が表示されます。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイル及び登録情

報が更新されます。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び届書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に業態をクリックして届書の内容を画面に表示させます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルから削除されます。

廃止届を削除した場合は登録情報は元に復帰します。 
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登録済品目の印刷 登録済品目の入力へ 訂正、照会ﾎﾞﾀﾝ 

 

 

 

登録済み品目をチェックし品目分類番号を入力 

4.5.11 品目登録済証交付願 

◆ 概要 

製造業・輸入業の品目登録済証交付願の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力します。 

 

◆ 機能 

(1)品目登録済証交付願の新規追加、訂正照会、削除 

(2)品目登録済証交付願の品目のＦＤへの出力 

(3)品目表の印刷 

 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、製造所(営業所)所在地、名称等が表示され

ます。登録済品目の入力はボタンをクリックして左端のチェック欄をチェックし、品目

分類番号を入力します。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登録

されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。こ

のとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて品目表を印刷する場合は[はい]を選択します。 

※品目表は控え用です。都道府県に提出する必要はありません。 

 

b) 訂正、照会 

①訂正照会ボタンをクリックして品目登録済証交付願入力済みリストより訂正照会する

行をダブルクリックまたは選択して[OK]をクリックします。入力されている内容が表示

されます。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新されま

す。 

④続けてＦＤに書き込む場合、品目表を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

 

c) 削除 

①訂正と同様に訂正照会ボタンをクリックして品目登録済証交付願の内容を画面に表示

させます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルから削除されます。 
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更新する申請をクリック 更新年月日等入力 訂正、照会ﾎﾞﾀﾝ 

4.5.12 登録情報の更新 

◆ 概要 

入力済みの登録申請、登録更新申請、登録変更申請において都道府県で施行されてから、登 

録情報を更新します。 

登録番号、登録年月日、更新年月日、有効期限を入力して登録情報及び品目マスタを作成し

ます。 

 

◆ 機能 

(1) 登録申請 ------------ 登録番号、登録年月日、有効期限を入力して登録情報及び品目マスタ 

を作成 

(2) 登録更新申請 ------ 更新年月日、有効期限を入力して登録情報を更新 

(3) 登録変更申請 ------ 登録年月日を入力して品目マスタに品目を追加 

 

◆ 操作 

(1) メニューから起動すると更新されていない登録申請、登録更新申請、登録変更申請の一 

覧リストが表示されます。 

(2) 更新する申請をクリックして下方に表示される登録番号、登録年月日、更新年月日、有

効期限を入力します。 

(3)[実行]ボタンをクリックして[はい]を選択すると登録情報及び品目表マスタを更新しま

す。 

 

申請を選択して右側にある訂正照会ボタンをクリックすると各申請の訂正照会画面に

移動します。 
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4.5.13 登録番号の変更 

◆ 概要 

知事→大臣、大臣→知事に登録権限の委譲があったとき、登録番号が変わった場合に登録番

号の変更処理を行います。 

 

 

◆ 機能 

(1) 登録番号を変更する。 

旧登録番号の申請データ、登録情報、品目表マスタのすべてが新しい番号に置き換わり

ます。 

 

 

◆ 操作 

(1) 変更する業態をクリックします。 

(2)新しい登録番号を入力します。 

(3)[更新]ボタンをクリックして[はい]を選択すると旧登録番号のデータはすべて新しい登

録番号に変わります。 
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4.5.14 登録情報照会 

◆ 概要 

登録情報、品目表、申請届出履歴の照会を行います。 

 

 

 

◆ 機能 

(1)登録情報、品目表、廃止品目表、申請届出履歴の照会 

(2)登録情報の印刷、品目表及び廃止品目表の印刷 

(3)登録申請中の内容も照会可能 

 

 

◆ 操作 

(1) 照会したい業態をクリックします。 

その業態の登録情報が表示されます。 

(2) 品目照会ﾎﾞﾀﾝ --------------------------- 品目表の一覧を表示します。 

廃止品目照会ﾎﾞﾀﾝ --------------------- 廃止した品目の一覧を表示します。 

申請、届出履歴照会ﾎﾞﾀﾝ -------------- 過去に入力した申請、届出の一覧を表示します。 

登録情報印刷ﾎﾞﾀﾝ ---------------------- 登録情報と申請届出の履歴を印刷します。 

品目表印刷ﾎﾞﾀﾝ ------------------------ 品目表または廃止品目の一覧を印刷します。 

(3) 申請、届出履歴照会画面から一覧リストをダブルクリックすると、その申請届出の訂正

照会画面に移動します。 
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品目表の入力画面へ移動 

 

(注意)申請、届出データが既存の場合は保守で登録番号を変更したり登録情報を削除した

りしないでください。登録番号の変更は登録番号の変更処理で行って下さい。 

4.5.15 登録情報保守 

◆ 概要 

登録情報及び品目表マスタの保守を行います。 

 

◆ 機能 

(1) 登録基本情報及び品目表マスタの新規作成、訂正変更、削除 

(2) 品目表は表形式で入力(品目表の入力については4.5.1 品目表の入力を参照) 

※通常、システム稼働時に都道府県より登録情報、品目表をＦＤでもらい取込み処理

で登録しますのでこの新規作成を使用することはないと思います。 

 

◆ 操作 

a) 新規作成 

①既存の登録情報及び品目表を新規に作成します。業態、登録番号、登録年月日、有

効期限、製造所(営業所)所在地、名称、取扱責任者情報、申請者情報、現物直接取

扱有無、名称及び氏名の外字有無、及び品目表の入力を行います。 

品目表を入力するときは、[製造(輸入)する品目保守画面へ]ボタンをクリックしま

す。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。登録情報及び品

目表マスタに登録されます。 

b) 訂正変更 

①業態をクリックすると入力されている登録情報及び品目表の内容を画面に表示し

ます。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。登録情報及び品目表マ

スタが更新されます。 

 

c) 削除 

①業態をクリックすると入力されている登録情報及び品目表の内容を画面に表示し

ます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。登録情報及び品目表マスタが削除

されます。 
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添付資料等の省略のとき、入力した登録番号の登録情報が既存の場合は登録年月日や製

造所等所在地、名称を呼び出し表示されます。また、薬局や医薬品販売業で販売許可が

ある場合または申請中の場合はその許可番号や許可(申請)年月日も入力してください。 

 

店舗名称や申請者氏名に外字を使用しているまたはJIS 第一第二水準以外の場合はこの

チェックボックスをチェック[ﾚ]してください。(3.10 外字の使用についてを参照) 

 

申請者情報は運用準備の申請者情報設定で入力された情報が表示されます。(訂正可) 

 

★移転等で業廃止(廃止届を入力)後、再度新規登録申請を入力する場合は業態をクリック

すると廃止しているメッセージが表示されますのでメッセージに従って入力してく

ださい。 [登録]ボタンをクリックすると廃止業態のすべての登録情報がクリアされ

ます。 

4.6.1 登録申請 

◆ 概要 

販売業の新規登録申請書の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し申請書を印刷し

ます。 

◆ 機能 

(1)申請書の新規作成、訂正、削除 

(2)申請書のＦＤへの出力 

(3)申請書表紙の印刷 

(4)店舗名称ｶﾅ、及び申請者氏名ｶﾅは漢字入力時自動的に入力される。 

(5)添付資料省略有りのとき、その理由と必要な項目を入力。 

◆ 操作 

a) 新規作成 

①業態、店舗所在地、名称、備考、申請者情報、現物直接取扱有無、名称及び氏名の外

字有無の入力を行います。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登

録されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

 

b) 訂正 

①業態をクリックすると入力されている登録申請書の内容を画面に表示します。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新され

ます。 

④続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。 

⑤続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

 

c) 削除 

①業態をクリックすると入力されている登録申請書の内容を画面に表示します。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが削除されます。 
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照会訂正ボタン 

4.6.2 登録更新申請 

◆ 概要 

販売業の登録更新申請書の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し申請書を印刷し

ます。 

◆ 機能 

(1)申請書の新規追加、訂正照会、削除 

(2)申請書のＦＤへの出力 

(3)申請書表紙の印刷 

(4)取扱責任者の住所、氏名の変更のみ許可 

 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、有効期限、店舗所在地、名称等が表示さ

れます。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登録

されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①更新申請訂正照会ボタンをクリックすると入力されている登録更新申請書の履歴リス

トが表示されるので訂正照会したい行をダブルクリックまたは選択後[OK]をクリック

します。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新されま

す。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び申請書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に更新申請訂正照会ボタンをクリックして申請内容を画面に表示させま

す。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが削除されます。 
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◆ 概要 

販売業の登録票書換え交付申請書の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し申請書を 

印刷します。原則として書換え交付申請は書き換えの対象となる項目の変更届が入力されてい

る必要があります。 

◆ 機能 

(1) 申請書の新規追加、訂正照会、削除 

(2) 申請書のＦＤへの出力 

(3) 申請書表紙印刷 

(4) 変更届入力のチェック及び参照可能。 

(5) 変更前、変更後の内容表示、変更後は編集も可能 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、店舗所在地、名称等が表示されます。 

②書き換え対象となる項目(住所、氏名、店舗所在地、名称)の変更届入力リストが表示さ

れるので該当する変更届を選択してください。 

選択すると変更事項、変更前、変更後の内容が自動入力されます。 

③入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登録

されます。 

④続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。こ

のとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3桁でＦＤ管理番号を入力します。 

⑤続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①書換え交付申請訂正照会ボタンをクリックすると入力されている書換え交付申請書の

履歴リストが表示されるので訂正照会したい行をダブルクリックまたは選択後[OK]を

クリックします。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新されま

す。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び申請書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

4.6.3 登録票書換え交付申請 

変更後の内容を表示、入力 申請書照会訂正 

c)削除 

①訂正と同様に書換え交付申請訂正照会ボタンをクリックして申請内容を画面に表示さ

せます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが削除されます。 
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申請書照会訂正ボタン 

4.6.4 登録票再交付申請 

◆ 概要 

販売業の登録票再交付申請書の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し申請書を印 

刷します。 

 

◆ 機能 

(1) 申請書の新規追加、訂正照会、削除 

(2) 申請書のＦＤへの出力 

(3)申請書表紙の印刷 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、店舗所在地、名称等が表示されます。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登

録されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて申請書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①再交付申請訂正照会ボタンをクリックすると入力されている再交付申請書の履歴リス

トが表示されるので訂正照会したい行をダブルクリックまたは選択後[OK]をクリック

します。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新されま

す。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び申請書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に再交付申請訂正照会ボタンをクリックして申請内容を画面に表示させま

す。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが削除されます。 
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添付書類の省略の場合はこのチェックボック

スをチェックし必要な項目を入力する。 

 

取扱責任者の資格の下方の項目は差し支えない範囲で入力してください。 

 

添付書類の省略のとき、入力した登録番号の登録情報が既存の場合は店舗等所在地、名

称を呼び出し表示します。 

4.6.5 取扱責任者設置届 

◆ 概要 

販売業の取扱責任者設置届の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し届書を印刷

します。 

取扱責任者設置届の入力は登録申請が入力されているか既存業態に取扱責任者が未設置

の場合のみ入力可能です。 

◆ 機能 

(1)届書の新規作成、訂正照会、削除 

(2)届書のＦＤへの出力 

(3)届書表紙の印刷 

(4)取扱責任者姓名を入力するとフリガナは自動入力 

(5)添付書類の省略時はその理由と必要な項目を入力 

◆ 操作 

a) 新規作成 

①業態を選択します。店舗所在地、名称等が表示されます。既存業態であれば登録番号、

登録年月日も表示されます。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登

録されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択しま

す。このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて届書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①業態をクリックすると入力されている取扱責任者設置届書の内容が表示されます。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルが更新され

ます。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び届書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に業態をクリックして届書の内容を画面に表示させます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルから削除されます。 
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添付書類の省略の場合はこのチェックボックス

をチェックし必要な項目を入力する。 

 

取扱責任者の資格の下方の項目は差し支えない範囲で入力してください。 

 

添付書類の省略のとき、入力した登録番号の登録情報が既存の場合は店舗等所在地、

名称を呼び出し表示します。 

 

4.6.6 取扱責任者変更届 

◆ 概要 

販売業の取扱責任者変更届の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し届書を印刷し

ます。 

 

◆ 機能 

(1) 届書の新規追加、訂正照会、削除 

(2) 届書のＦＤへの出力 

(3)届書表紙の印刷 

(4)添付書類の省略時はその理由と必要な項目を入力 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、店舗所在地、名称等が表示されます。変

更後の取扱責任者住所、氏名、資格等を入力します。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登

録され登録情報も更新されます。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。

このとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3 桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて届書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①届書訂正照会ボタンをクリックすると入力されている取扱責任者変更届書のリストが

表示されます。訂正照会する行をダブルクリックまたは選択後[OK]をクリックして内

容を表示させます。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイル及び登録情

報が更新されます。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び届書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に届書訂正照会ボタンをクリックして届書の内容を画面に表示させます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルから削除されます。 

★注意★ 

削除した場合は登録情報は元に戻りませんので登録情報保守で訂正してください。 

取扱責任者変更前 照会、訂正 
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◆ 概要 

販売業の変更届の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し届書を印刷します。 

変更事項として設備、申請者住所、同氏名、店舗住居表示、同名称があります。 

 

◆ 機能 

(1) 届書の新規追加、訂正照会、削除 

(2) 届書のＦＤへの出力 

(3)届書表紙の印刷 

(4) 添付書類の省略時はその理由と必要な項目を入力 

(5) 変更事項は同時に複数の届出が可能 

 

◆ 操作 

a) 新規追加 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、店舗所在地、名称等が表示されます。変更 

事項をチェックし変更後ボタンをクリックして変更事項を上書きします。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登録

され登録情報を更新します。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。こ 

 

 

 

 

 

 

 

 
添付書類の省略の場合はこのチェック 

 

 

 

 

 

 

照会、訂正ﾎﾞﾀﾝ 

のとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて届書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①届書訂正照会ボタンをクリックすると入力されている変更届書のリストが表示されま

す。訂正照会する行をダブルクリックまたは選択後[OK]をクリックして内容を表示さ

せます。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイル及び登録情

報が更新されます。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び届書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に届書訂正照会ボタンをクリックして届書の内容を画面に表示させます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルから削除されます。 

ボックスをチェックし必要な項目を入力する。 設備の変更については変更内容について 

記述することがあれば簡単に入力して下さい。 

4.6.7 変更届 
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4.6.8 廃止届 

◆ 概要 

販売業の廃止届の入力を行います。入力した内容はＦＤに出力し届書を印刷します。 
 

 

◆ 機能 

(1) 届書の新規作成、訂正照会、削除 

(2) 届書のＦＤへの出力 

(3)届書表紙の印刷 

 

 

◆ 操作 

a) 新規作成 

①業態を選択します。登録番号、登録年月日、店舗所在地、名称等が表示されます。廃止 

年月日、廃止の日に所有する品目の保管または処理の方法等を入力します。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルに登録

され登録情報を更新します。 

③続けてＦＤに書き込む場合はＦＤを指定ドライブにセットして[はい]を選択します。こ

のとき初めてＦＤに書き込む場合は数字3桁でＦＤ管理番号を入力します。 

④続けて届書を印刷する場合は[はい]を選択します。 

b) 訂正、照会 

①業態をクリックすると入力されている廃止届書の内容が表示されます。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイル及び登録情報

が更新されます。 

④続けてＦＤに書き込む場合及び届書を印刷する場合はメッセージに従って下さい。 

c) 削除 

①訂正と同様に業態をクリックして届書の内容を画面に表示させます。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。申請ファイルから削除されます。

廃止届を削除した場合は登録情報は元に復帰します。 
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更新する申請をクリック 更新年月日等入力 訂正、照会ﾎﾞﾀﾝ 

4.6.9 登録情報の更新 

◆ 概要 

入力済みの販売業の登録申請、登録更新申請において都道府県で施行されてから、登録情報

を更新します。 

登録番号、登録年月日、更新年月日、有効期限を入力して登録情報を作成します。 

 

◆ 機能 

(1) 登録申請 ----------- 登録番号、登録年月日、有効期限を入力して登録情報を作成 

(2) 登録更新申請 ----- 更新年月日、有効期限を入力して登録情報を更新 

 

◆ 操作 

(1) メニューから起動すると更新されていない登録申請、登録更新申請の一覧リストが表示

されます。 

(2) 更新する申請をクリックして下方に表示される登録番号、登録年月日、更新年月日、有

効期限を入力します。 

(3)[実行]ボタンをクリックして[はい]を選択すると登録情報を更新します。 

 

申請を選択して右側にある訂正照会ボタンをクリックすると各申請の訂正照会画面に

移動します。 
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4.6.10 登録番号の変更 

◆ 概要 

販売業の登録番号が変わった場合に登録番号の変更処理を行います。 

 

 

◆ 機能 

(1) 登録番号を変更する。 

旧登録番号の申請データ、登録情報のすべてが新しい番号に置き換わります。 

 

 

◆ 操作 

(1) 変更する業態をクリックします。 

(2) 新しい登録番号を入力します。 

(3)[更新]ボタンをクリックして[はい]を選択すると旧登録番号のデータはすべて新しい登録

番号に変わります。 
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 4.6.11 登録情報照会 

◆ 概要 

販売業の登録情報、申請届出履歴の照会を行います。 

 

 

◆ 機能 

(1) 登録情報、申請届出履歴の照会 

(2) 登録情報の印刷 

(3) 登録申請中の内容も照会可能 

 

 

◆ 操作 

(1) 照会したい業態をクリックします。

その業態の登録情報が表示されます。 

(2) 申請、届出履歴照会ﾎﾞﾀﾝ ------------ 過去に入力した申請、届出の一覧を表示します。 

登録情報印刷ﾎﾞﾀﾝ -------------------- 登録情報と申請届出の履歴を印刷します。 

(3) 申請、届出履歴照会画面から一覧リストをダブルクリックすると、その申請届出の訂正

照会画面に移動します。 
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4.6.12 登録情報保守 

◆ 概要 

販売業の登録情報の保守を行います。 

 

◆ 機能 

(1)登録基本情報の新規作成、訂正変更、削除 

※システム稼働時に都道府県より登録情報をＦＤでもらえる場合は取込み処理で登録し

てください。 

 

◆ 操作 

a) 新規作成 

①既存の登録情報を新規に作成します。業態、登録番号、登録年月日、有効期限、店舗 

所在地、名称、取扱責任者情報、申請者情報、現物直接取扱有無、名称及び氏名の外

字有無の入力を行います。 

②入力を終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。登録情報マスタに

登録されます。 

b) 訂正変更 

①業態をクリックすると入力されている登録情報の内容を画面に表示します。 

②訂正する箇所へカーソルを位置づけ上書き訂正します。 

③終了したら[登録]ボタンをクリックし[はい]を選択します。登録情報が更新されます。 

 

c) 削除 

①業態をクリックすると入力されている登録情報の内容を画面に表示します。 

②[削除]ボタンをクリックし[はい]を選択します。登録情報がマスタから削除されます。 

 

 

 

(注意)申請、届出データが既存の場合は保守で登録番号を変更したり登録情報を削除し

たりしないでください。登録番号の変更は登録番号の変更処理で行って下さい。 
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[差換え]ボタンの左側に★マークが表示されている場合は差換え申請書を意味します。 

4.7 差換え処理 

◆ 概要 

都道府県から差換え指示があった場合の差換え入力処理を行います。 

差換え処理は申請書のみ行います。 

 

 

◆ 機能 

(1) 入力されている申請書を呼び出し被受付番号を入力 

 

 

◆ 操作 

(1) 登録申請は業態をクリック、それ以外の申請は訂正照会ボタンをクリックして差換えす 

る申請書を呼びだします。 

(2)差換え指示のあった項目を上書き訂正します。 

(3)画面左上にある[差換え]ボタンをクリックします。 

(4)都道府県で受付けたときの受付番号を入力します。 

(5)入力したら[閉じる]をクリックします。[差換え]ボタンの左側に★が表示されます。 

(6)[登録]ボタンをクリックして申請ファイルを更新します。 

(7)続けてＦＤに登録します。 

(8)続けて申請書表紙の印刷が必要であれば印刷します。 

 

 

 

差換え申請書は他の申請、届出データの入力されているＦＤと同じであっても問題ありま

せん。 

[差換え]ボタンをクリック 

被受付番号を入力し[閉じる]をクリック 
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ＦＤをセットしこのボタンをクリック 削除ボタン 

※申請、届出種類の前に＊があるときは差換えであることを意味します。(ﾗﾍ゙ ﾙも同じ) 

 

↓印字する位置をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ画面上のﾂｰﾙﾊﾞｰのある[ﾌﾟﾘﾝﾀの設定] 

ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると印字位置の微妙な設定が可能

です。ラベルの印字位置がずれる場合に調整し

てください。この数値を変更すると”ﾚﾎﾟｰﾄＦ 

Ｄラベルの印刷を変更しますか？”の問い合わ

せがあるので”はい”を選択してください。 

4.8ＦＤの内容確認とラベル作成 

◆ 概要 

各申請、届出の入力処理で記録されたＦＤの内容確認とＦＤに添付するラベルを印刷しま 

す。 

《用意するラベル用紙》 

NEC文豪シリーズタイプ3列用(汎用B)ワープロラベルA4判(70mm×42.3mm)  

型番28185 28186 28708 28728 エーワン株式会社製 

◆ 機能 

(1) ＦＤを読み込み、記録されている申請、届出内容を画面に表示 

(2) ラベルの印刷(印字位置指定可能) (3)Ｆ 

Ｄの申請、届出の内容削除 

(4)申請、届出の訂正画面呼び出し 

◆ 操作 

(1) ＦＤをセットし、ＦＤ読込みボタンをクリックします。 

記録されている内容が表示されます。 

(2) ラベルの印刷 

①指定のラベル用紙をプリンタにセットします。 

②ラベル印刷ボタンをクリックします。 

③印字する位置をクリックします。 

④[印刷]ボタンをクリックします。 

※[プレビュー]ボタンをクリックすると印字イメージを画面で確認できます。 

※できれば先にA4白紙にテスト印字をしてみて下さい。もし印字位置がずれている場

合はプレビュー画面上のツールバーにある[プリンタの設定]ボタンをクリックして

左右上下の印字位置を変更してください。 

(3) ＦＤの申請、届出の内容削除 

ＦＤをセットしたまま画面に表示されている申請、届出の行を選択して[削除]ボタンを

クリックします。 

(注)ＦＤの内容が削除されるだけであって申請ファイルに入力したデータが削除される
訳ではありません。 

(4) ＦＤの内容を表示している画面からその行をダブルクリックするとその申請または届出

の訂正画面に移動します。 

(注)訂正後は必ずＦＤに書き込んでください。 
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◆ 機能 

毒物劇物品目のCAS-NO テーブルの検索と類別番号との妥当性チェックを行います。この機 

能は4.5.1 品目表の入力で使用する辞書検索機能を独立させたものです。 

 

◆ 辞書の使い方 

辞書検索は検索条件としてCAS-NO、類別番号、化学名（別名）のいずれかまたは組み合わせ 

て指定し検索ボタンをクリックします。検索結果のパターンは次の様になります。 

(1) CAS-NO 入力有りのとき 

原製区分及び含有量入力有 ---------- 類別番号選択画面を表示し、妥当性チェックを行い 

ます。 

原製区分及び含有量入力無 ---------- 類別番号選択画面を表示します。 

※CAS-NO を入力すると辞書に存在すればその化学名が表示されます。原製区分、類別番

号も特定できる場合はそれも表示されます。 

(2) CAS-NO 未入力で類別番号入力有りのとき 

原製区分及び含有量入力有 ----------- 品目選択画面を表示し、品目を選択すると妥当性チ 

ェックを行います。 

原製区分及び含有量入力無 ----------- 品目選択画面を表示し、品目を選択すると類別番号 

選択画面を表示します。 

※CAS-NO 無欄がチェックされている場合は品目選択画面は表示されず、類別番号の妥当

性チェックのみ行います。 

(3) CAS-NO 及び類別番号未入力で化学名（別名）入力有りのとき 

化学名（別名）はすべて部分一致検索(ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ検索)です。 

原製区分及び含有量入力有 ---------- 品目選択画面を表示し、品目を選択すると類別番号 

選択画面を表示し、妥当性チェックを行います。

原製区分及び含有量入力無 --------- 品目選択画面を表示し、品目を選択すると類別番号 

選択画面を表示します。 

★留意事項★ 
１．上記(1)(2)(3)のように原製区分及び含有率(製剤のみ)が入力されているときのみ、品目 

と選択した類別番号が妥当かどうかをチェックし、メッセージが表示されます。原製区分

及び含有率が入力されていないときは、類別番号選択画面のみ表示します。 

２．化学名欄に入力された値が毒劇辞書の別名の一部となっている場合にも品目選択画面に表

示されます。この名称は、別名欄に表示されます。 

 

 

検索条件を入力します。画面では原製区分、含有率、化学名一部を入力し辞書検索ボタンを

クリック。 
 

 
品目選択画面より該当品目をダブルクリックまたは選択して[OK]をクリック。 

4.9 毒物劇物品目辞書検索 

 

 

 

 

 

 

 

↑原製区分及び含有率の妥当性チェックを

行いメッセージが表示されます。 

類別番号選択画面で確認し正しければ[OK] 

をクリックします。 → 
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（上段：製造業 下段：輸入業） 

 
出力先 

ファイル名 

共通部 品目情報部 変更内容部 

登録申請  

 

 

 

 

 

指定された 

ＦＤドライブ 

DKA00101.001 DKB00101.001  

DKA00201.001 DKB00201.001 

登録更新申請 
DKA00102.001 DKB00102.001  

DKA00202.001 DKB00202.001 

登録変更申請 
DKA00103.001 DKB00103.001  

DKA00203.001 DKB00203.001 

登録票書換え交付申請 
DKA00104.001   

DKA00204.001 

登録票再交付申請 
DKA00105.001   

DKA00205.001 

取扱責任者設置届 
DKA00111.001   

DKA00211.001 

取扱責任者変更届 
DKA00112.001  DKC00112.001 

DKA00212.001 DKC00212.001 

変更届 
DKA00113.001 DKB00113.001 DKC00113.001 

DKA00213.001 DKB00213.001 DKC00213.001 

廃止届 
DKA00114.001 DKB00114.001  

DKA00214.001 DKB00214.001 

（表１） ・変更届において、品目情報部のﾌｧｲﾙが作成されるのは、

品目廃止がある時のみ 

5.1 申請・届出用ＦＤ出力ファイル名 
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(1) バックアップの必要なファイル 

本システムはMicrosoft ACCESS Ver2.0 で作成されており、データベースの構成は次の３つの部分

からなります。 

 

No データベース名 容 量 説 明 

1 毒劇AP.MDE 6MB システムのプログラム部分 

2 毒劇DB.MDB 1MB以上 システムのユーザーデータ部分 

3 毒劇辞書.MDB 0.8MB システムの辞書及び保健所テーブル 

 

何らかの障害でハードディスク上のデータベースが破壊された場合、上記のうちNo1 と 3 については

再インストールすれば復旧しますがNo2 は各都道府県及び保健所が入力した毒物劇物の申請届出受付及

び登録簿、品目表データが登録されているデータベースです。よってNo2 の毒劇DB.MDB はバックアッ

プする必要性があります。 

上記ファイルはインストール先のドライブのディレクトリ内に存在します。 

(例)インストール先をC ドライブのディレクトリDOKU にした場合 

エクスプローラーまたはファイルマネージャーでC:¥DOKUにある上記のファイル名を確認してください。 

 

 

 

(2) バックアップの操作方法 

(1) の必要なファイルを外部記憶媒体等に、コピー貼付けの操作でバックアップをおこなってください。 

6.1 バックアップについて 


